
10年の高速道路ネットワークの変化
2014年
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2012．9開通済

＜凡例＞
2005～2014年開通
2004年末時点開通済

Ｈ2005．3開通済（豊田東JCT～美濃関JCT）
Ｈ2009．4開通済（美濃関JCT～関広見IC）

豊田東JCT

大垣西IC

養老JCT

（延長約76km）
この１０年で新たに

約１２０kmが開通

（延長約6km）

土岐JCT

美濃関
JCT

関広見IC

伊勢湾岸自動車道

名神高速道路

交通事故件数の増減数（2014年/2004年）

東名～名神の
交通事故が減少

交通結節点となる
一宮ＪＣＴ周辺の

交通事故件数が増加

新規開通

凡例

↑事故件数が増加

↓事故件数が減少

＋41件/年以上

＋21件/年以上 40件/年以下

±20件/年以下

－21件/年以上 40件/年以下
－41件/年以上

伊勢湾岸自動車道

名神高速道路

東名～名神を利用する
交通が減少

交通量の増減率（2014年/2004年）

東海環状・新名神の開通により
伊勢湾岸の交通量が増加

東海北陸道の
全線開通により
交通量が増加

新規開通

凡例

↑交通量が増加

↓交通量が減少

＋10％以上

＋5％以上10％未満

±5％未満

－10％以上

－5％以上10％未満

伊勢湾岸自動車道

名神高速道路

渋滞回数の増減数（2014年/2004年）

東名の
渋滞回数が減少

名神・中央道の
渋滞回数が減少

交通結節点となる
一宮ＪＣＴの

渋滞回数が増加

＋51回/年以上

凡例

↑渋滞回数が増加

↓渋滞回数が減少
±25回/年以下

＋26回/年以上 50回/年以下

－26回/年以上 50回/年以下

－51回/年以上

新規開通
【効果】
中京圏の高速道路ネットワークは、この10年で新たに約120km
が開通

東海環状自動車道（東回り）の整備により、交通が分散し環状
道路内側の渋滞回数が減少

渋滞回数が減少した区間では、交通事故件数も減少

【新たな課題】
一宮JCT部に交通が集中し、渋滞回数が増加

その結果、一宮JCT部の交通事故件数が大きく増加

※中京圏・・・東海環状自動車道・伊勢湾岸自動車道が通過する市町村及びその内側の市町村


